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匙
ぎ
で
し
ょ
う
。
同
窓
会
か
一
本
の
大
木
し
し

す
る
な
ら
ば
、
ヽ
同
級
会
は
人
水
仝
構
成
す
る

年
輪
で
す
。
年
々
の
曲
折
変
化
を
表
寸
の
は

年
輪
で
す
。
恵
ま
れ
た
年
、
災
悪
の
～
今
刻

全
人
的
教

-

み
こ

記
争

い
も

ん

で

い

ｍ

息

る
の

な
ど

が
年
輪
で
す

。

凹
窓

の
で
す
。
そ
し
て

校
の
五
彩
の

虹
の
懸
橋

会
報
に
足

同

職
会

の

非
の

会
報
を
会

せ
た

‥
貝

と

作j ’

と

し

た

い
も
の
で
す

（
1
8回
卒
・
美
峰

酒
類
Ｋ
・
Ｋ

の
重
視
を

学
校
長

本
年
四
月
か
ら
本
校
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
者
安
居
先
生
に
比

へ

浅
学
に
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、

生
来

の
非
才

に
鞭
打
っ
て
本
校

の
～

、
刀

持
向
上
に
努
め
た
い
所
存
で
あ
り
士
｛
　
－

ら
し
く
外

位
の

ご
支
援

七
願

い
ま
す
、

社
長

中
　
野
　
敏
　
宗

心

ｑ

Ｅ

　

卜
‐
ｙ

着
任
以
来
す
で
に
半
年
余
會
経
ま
し
て
、

漸
く
そ
の
校
風
に
も
な
じ
み
、
生
徒
の
気

竹

に
つ
い
て
も
理
解
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

現
代
の
高
校
生
の
も
つ
考
え
方
や
生
活
態
度

に
は
多
く
の
批
判
が
あ
り
、
本
校
の
生
徒
と

い
え
ど
も
そ
の
弊
を
免
れ
得
な
い
と
思

い
ま

す
。
し

か
し
ま
た
か
よ
う
な
通
念
に
反
し
て

感
心
さ
せ
ら
れ
て

い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
一
般
に
上
級
進
学
高

校
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
活
動
は
低
調
な
傾
向
に

あ
り
ま
す

が
、
本
校
で
は
予
恕
以
上
に
活
溌

で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
前
校
長
が
知
能

・
情
操
・
体
力
の
調
和
的
発
達
を
理
想
と
し

ギ
リ
シ
ヤ
的
精
神
を
指
標
と
し
て
薫
陶
に
あ

た
ら
れ
た
賜
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
今
後
も

踏
襲
し
、
円
満
な
人
間
を
形
成
す
る
た
め
全

人
的
教
育
を
重
視
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

次
に
生
徒
の
気
風
も
時
代
と
と
も
に
変
っ

て
い
ま
す

が
目
校
の
に
統
を
尊
爪
す
る
精
神

は
失
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
断
絶
の
時
代
」
と

呼
ば
れ
ま
す
が
、
先
輩
の
業
績
を
畏
敬
し
、

そ
の
意
見
に
ち
案
外
素
直
に
従
う
心
も
持
っ

て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
目
頃
の
先
輩
諸
兄
の
物

心
両
面
に
わ
た
る
懇
篤
な
援
助
、
指
導
に
由

来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

現
在
学
校
の
当
面
す
る
課
題
と
し
て
校
舎

の
企
而
改
築
が
あ
り
ま
す
が
、
遅
く
と
も
明

Ｌ ． ．

は
石
工
さ
れ
、
三
年
計
画
で
竣
工

の
予

疋
で
す
。
ま
た
こ
れ
が
完
成
の
翌
年
、
昭
和

五
ト
二
年
は
創
立
八
十
周
年
に
当
り
ま
す
の

で
、
こ
の
記
念
式
と
校
舎
落
成
式
と
を
併
せ

挙
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
八
十
周
年

記

念
事
業
と
し
て
何
を
お
順

い
す
べ
き
か
校

内
で
も
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
学
校
史
編

纂
や
グ
ラ
ン
ド
の
幣
備
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
協
議
を
戴
き
決
定
さ
れ
る
こ

と
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
節
は
同
窓
生
各
位

の
格
段
の
ご
援
助
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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な

同
窓
会
報
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

今

川

同

窓
会

ま
し

た

服

が
発
行
さ

れ

会
　
長

る
こ
レ
’

-

の
紙
不
足
の
時
代

し
て

印
刷
費

の
高

い

と

い

う

カ

レ

ー

配
慮

カ

ノ
ベ

イ

ン

フ
レ
の
世
の

が

な

1ハ

わ

け

／､ 、

忖

‥貝
諸

賢

と

の
心

の

念
願

か

ら

の

を

い
た

だ
き

た

絶
し

が
ち

Ｉ

Ｉ

ヱｰべ 、

ヽ

ふ

な

Ｊ
あ

り

リ
校

と

ま
せ
ん

| ロ 」

窓

会

か

ー

つ
な
ぐ
何
か
が
は
し

い
と

の
念
願

か
ら
の
試

み
で
あ

と

打l

l

l

，

叫
―

‥
い

ヽ
つ

の

際

わ

け
１

レ

ー

ま
す

御

理
解

お
願

い
し
ま
す

。

は
、
母
校
の
施
設
の
幣
備
や

同
窓
会
の
皆
さ
ん
か
ら
物
心

に
わ
た
っ
て
御
懇
情

４
　

い
た
だ
い
て

お

ま
す

が
、
学
校
側
か
ら
は
梨
の
つ

ぶ
て

た
だ
差
上
げ
る
の
は
「
受
領
書
」
だ
け
と
あ

つ

ヴ

火

し

か
ら
心
苦
し
く
、
気

が
か
り
の

こ
と
で
あ
っ
た
ら
し

い
の
で
す
。
そ
れ
で
、

校
内
幹
事
の
諸
先
生

が
発
議
さ
れ
た
の
で
す
。

何
か
両
者
を
つ
な
ぐ
懸
橋
が
ほ
し

い
と
。

母
校
も
、

い
よ
い
よ
三
年
計
画
で
建
替
大

と
い
い
ま
す
か
、
新
築
が
決
ま
り
ま
し
た
。

鉄
筋

観

八
‐

り

コ

ン

ク

山

長

Ｊ

Ｉ

ト

山
の

四

μ
Ｄ

白μ

一
階
建
の
教
棟
二
つ

笞
り
を
背
景

景
観
を
誇
る

乗
附
原
に
唯
々
の

て

こ
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
し

し
、
ヒ
ド
イ
の

は
校
庭
で
、
長
雨

ヤ
‥啄

す
と
校
庭
は
水

だ
ま
り

が
随
所
に
で
き

カ

巾
で野

球
部
員
は
総
出
動
で
水
の
掻
出
し
に
懸
命
だ

そ
う
で
す
。
校
庭
を
幣
備
し
た
い
な
あ

こ
れ
が
或
る
時
の
会
１　
で
の
嘆
息
で
し
た
。

等
々
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
校
内
事
情
や
企
画
な
ど

御
報
告
し
、
御
理
解
を
い
た
だ
く
と
同
時
に

同
窓
会
員
の
諸
兄
の
御
意
見
や
消
息
を
お
伝

え
し
た
い
。
そ
し
て
親
睦
と
交
歓
の
場
と
い

た
し
た
い
。
要
す
る
に
、
昔
か
ら
同
じ
釜
の

飯
を
食
い
、
同
じ
屋
根
の
下
で
勉
学
に
い
そ

し
ん
だ
「
共
通
の
な
つ
か
し
さ
」
を
発
表
し

交
歓
し
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
察
す
る
と

ゝ
』ろ
、
ね
ら
い
ら
し

い
で
す
。

入
歓
し
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
察
す
る
と

』ろ
、
ね
ら
い
ら
し

い
で
す
。

「
共
通
の
な
つ
か
し
さ
」
と
い
っ
た
ら
、
同
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１
４つ

い
てれ

る

－

一
は
今
年
度
着

ニ

Ｊ

-

|J;

=.f

ｐ

の
野

の
昭

に
誇

ら志

村

心 ゛

- ･-

◆

編

集

メ

モ

い
つ
に
な
っ
て
も
郷
愁
を
そ
そ
る
の

は
、

遠
く
過
ぎ
去
っ
た
あ
の
学
舎
で
の
毎
日
の
Ｉ

ｙ

－

ゝ

１ ＿

追
憶
の
思

い
は
常
に
新
た
な
情
感
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
同
窓
生
の
心

と
は
校
と
の
絆
を
一
層
堅
く
結
ん
で
ほ
し
い

と

い
う
順

ゝし

か
ら
、
会
報

が
生
ま
れ
ま
し

た
。

今
後
と
も
、
声
・
援
と
協
力
を
期
待
し
で
お
り

ま
す

、

◆
今
年
度
、
新
し

く
発
刊
し

た
「
会
‥只
名
簿
」

ま
だ
残
部

が
あ
り
ま
す
の
で

、
希
望
者

は
学

校
の
も
簿
係
ま
で
申
し
込
ん
で
下

さ

い
。

（
郵
送
代
別
　

一
冊
　

千
円

）

◆
一
輦

９
　
会

卜 ．

－

―

折

内

に

が
あ
り
ま
す
。
ヽ

か
二

!:･

ｌ
1

,

･

の

／

「

翠

緋
文

１
１

・

Ｉｂ

」
と
い
う
の

」
れ
は
同
窓
生
に
よ
る
著
作

Ｉ
に
集

め
て

う

ち

仏
目
‐

皿

の
で
す
。

が
展
示
さ

、
末
永
く
保
存
し
よ

つヽ
と

現れ
て

、
約
百
五
十
冊

お
り
ま
す
がゝ

ほ
ど

ま
だ

皆
さ
ん
の
著
作

が
か
な
り
あ
る
筈
な
の
で
、

ご
寄
贈
を
願
え
る
方
は
学
校
ま
で
お
届
け
下

旭

，ヽ

い

◆
そ
ろ
そ
ろ
今
年
度
の
同
窓
会
総
会
の
日
が

斤

一

4
1
1

づ
い
て
き
ま
し
た
。
な
つ
か
し
い
同
窓

● Ｊ

～
．
宍

と
の
対
面
、
懇
親
は
何
に
も
か
え
が
た
い

の
が
あ
る
筈
で
す
。
当
日
は
万
障
繰
り
合

もつ
’
Ｚ

せ
て
、
多
数
の
方
の
出
店
に
よ
り
、
一
層
盛

会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ら岡

村

心
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47.1.29

2.19

5.19

7.19

10.27

12.22

48.1.27

5.16

同　 窓　 会　 総　 余

安 川 校 長 光 生祝 貿 海( 教 育功 労 者 ム杉)

京 浜同 窓 会 新 人土 歓 迎 会

小 山 海長 を 祝 う 海(､ 叙勲 ・ 出 版 記 念)

京浜 同窓 会総 会

常　 任　 理　 事　 会

同　 窓　 会　 総　 会

京 浜同 窓 会新 人生 歓 迎 会

宇　;y　 代　　　　 出 席　75yl

高II府商丁.会議 所 ホ ー ル

那 辺 府 県 会館

高崎商ll会議所六一一づL

那道 府 県 会館

す いら ん 会館

高崎 商丁こそ議所 大 ホ ーリレ　　 出 席1.57 名

都 道 府 県 会館
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¶

校

ふ ，

昭
和

た
私
た
乱

ヽ

に
改

築
- 〃゙

二

’

Ｖ

三
年
に
七
和
田
よ
り
移
転
し
ま
し

力
佼
舎

も

い
よ

い
よ
改
築
さ

て
」
に
な

り
ま
し

た
。
当
切

工

の
運

び
て
し
た
か
、
ご
承
知
の
よ
う
な
物

価
事
情
で
来
年
度
に
持
ち
こ
さ
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
ぺ
年
計

で

Ｑ
　

ｎ
　

１９

す
　

ペ

ヵ

和

互

川
で
実
施
さ
れ
る
予
定

て

卸
一
え

る
削

14
サ

八

に
は
そ
の
偉
容
を
乗

”合

こ

レ
し
で

し

ょ

つヽ

。

和47年度同窓会経常会計報告
刀
口

口
μ昭和48 年度同 窓 会経常費予算案

11肘日47午Uj ～12jり

支出の部収入の部

叫HI148年１月～12J｣1

支出の部収入の部・

鏑　　　　 が 介　細 禎

前いし一子力

僅　 越　 分 107､533

介　　 議

睨　　?'f

人　 介　 介 371,000 賤　　 別

几ﾆﾚ3ﾂ))
斤　　 叫

通に･ 印刷

維　 持　 訪　 費 252,000

3､302

旅

刊　　　　　　 ，り、 乍　　　鵬

特別 肋仁

次年度へ

繰　 ４

計 733.835 計

莉 禎　　　　 要 金　額

33

介　　 議　　　費 92､464

--－82､870睨　　?'f　　費

)00 賤　　　別　　　　費 52､000

斤　　　叫　　　費 28､000

通に･印刷･じ片･費 55,045

)00 旅　　　　　　　　　八 28,690

60,540肌
－

乍　　　 鵬　　 ‘赳

特別.肋仁・叩旧什 75､950

一 一
次年度へ

繰　 収　 ，　2 乱276
－

計　　　　733835435

柚　　　　　　娶 分　額 柚　　　　　ぬ 介　額

則 賎 からの

繰　越　公 258,276

公　　 議　　 費 90,000

院　　? ‘C　　 費 100､000

j
礼　 公　 でト 365､000 賤　　 別　　 費 i00.000

八 丁 ﾂﾞ)1
慶　　　弔　　　費 30､000

迦　に・印 刷 費 55,000

維　 持　 会　 費 365､000 眠　　　　　 費 40,000

銀　 行　 利　j'･ 3､302 卜　　 阿　　 費 65､000

姥　　　肘　　　竹 10､000

特 別 通じ 印 刷費 150,000

予　　 ㈲　　 費 35】,578

計 991、578 計 99]､578
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Ｉ

几

本
校
の
あ
ゆ
み

烏

…

年

一

目
低

学

校

㎜ j ■

八

じ

にじ

乍

）

「

昨

５

～

　
Ｘ

j ’

群
馬
県
に
十
七
番
中

八喬
中

学

－

" 、

じ

1
　
7
X
j
5
9
1
　

？

い

此

り
わ
‐

IIJ

町

一

川

ｊ１ぐ

草

創

の

」

が
改
正

（
前
塙
町

－

十
九

番

巾
７

１

田

）
の
設
置

が
定

め
ら
れ
た
。

し
か
し
実
際

れ
ぞ
れ
－禾

ト

は

前
橋

根
川
学
校

中

学

が
開
設
さ
れ
た

だ

Jj

卜

八

Ｌ

″

’
一

・

″
Ｕ

学

科

、

修
業
年

教
則
な

あ
っ

た

Ｉ
・
リ

ー

・

－

Ｉ

‥

Ｊ

い
．白

SＳ

　

／
４

－

１

Ｘ
ｙ

　

麦

ｉ
ｙ

　

Ｏ

ｌ

　
　
ｉ

は
・
．

ど

の

ふ
１

川
学
校
は
下
検
町

舎

は

-

名
で

授
業

生
徒
ト

㈲
実
上

-●●･一

央

学

疋

ら

川

さ
れ

心

番

中

学

（

大

川

‐

り

々

可

Ｉ
Ｄ

巾

円

j　｀f
片

校

の

そ

け

で

あ
っ

た

へ

部
肖

. ･ へ

恕
４ｊ‐

｀ 心

正

規

は

九

年

｀J

で
変

し
Ｉ

匯I.

Ｘ
ｌ

ｊ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
？

禅
－目

ハ
寺

甲
学
で

内
に

町
竜
興
寺
内
に
お
か

し’
ｊ

八

々
ハ‥
、

教

‥
只

は

副

校

長

心

の
校

料

は

J」

欲

長
）
原
口
泰

A
J
く

ほ

か

四
す

ぐ

れ
て

い
た

。

十
五
銭
。
し
か
し

ゝｋ

で
は
と
う
て
い
校
費
を
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
ず
、
開
校
は
し
た
も
の
の
、

は
じ
め
か
ら
財
政
問
題
で
く
る
し
め
ら

れ

た

。
－Ｊ
年

ら

五

月

１

。

ｆ

ぺ
七

九

年
ｙ

ロ

島
川
両
学
校
廃

止
。

j・' ，

（

概

要

う
Ｌ
Ｚ

－`

に ．
ず
か

徒

は

W

ろに
一
年
半

の
運
命

で
あ
っ
た
。

几

退

学

し

十

=〃

に
前
橋

明
ム

ロ

Ｘ
？

町
に
新
設
さ
れ
た
群
馬
県
中
学
校
に

Ｉ

ｙ

ｒ

ｊ
音

|

洋

の
者

が
引

き
つ

が
れ

た
。

Ｏ

　７

　

５

Ｓ

　

ｔ

甲
学
校
は

そ
の
後
、
若
干
の

変
遷
の
の
ち
群
馬

Ｉ

・
χ

け

り

尋

な

り
ら

Ｉ

Ｊ

Ｉ

‐

－

－

学

校

と

げ
ん
ざ
い

の
前
橋
高
校
に
伝

統
を
引
き
つ
い

い
る
。
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（
明

ド

ド

ト

し

．
１

１・
‘

／
１
　

’

‘
　

Ｊ

で

ム

‐

卜

４
Ｓ～
 

Ｉ
‥
‥
呵

Ｉ
Ｉ

梢
か
ら
高
崎
駅

と
改
称
。
西
群
馬

郡
に
属
す
）
に
は

一
札
か
ら
明
治
三

十
年
ま
で
の
十
八
年
間
、
中

学
校
の
設

置
を

み
な

か
っ

た
。

群
馬
県
尋
常
中
学
校
群
馬
分
校

三
十
年

（

で
八
九
七
年

）

四
月

　　
日
、
群
馬
県
尋
常
中

学
校
群
馬

分
校

が
（
西

）
群
馬
郡
高
崎
町
（
明
治
二

十
二

年
四

月
一
日
、
町
制
施
行
）

に
創

設

さ
れ
た
。
こ
れ

が
本
校
の
前
身

で
あ

と

り

」
の
年
を

も
っ
て
、・
本
校

の
削
茫

年

と
し
て

い
る
。

・

藤

岡

一一

躍

の
年
か
ら
、
太
田
・
富
岡
・

沼
田

・
安
中
に
も
分
校

が
設
置
さ
れ
、

、
本
県
の
中
学
校
教
育

が
充
実
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し

、
い
ず

しＩ

も
施
設

設
備
は
不
十
分
極
ま
る
も

の
で
あ
っ
た
。

群
馬
分
校
の
場
合

敷

地
・
校
今

設
備
は
高
崎
町

が
寄
附
す
る
こ
と
を
条

件
に
創
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

は
六
名

ま
に
あ
わ
ず
、
三
月
か

ら
の
執
務
、
入
試
は
郡

役
所
の
一
隅
で
行
わ
れ

た
。
生
徒
定
貝
は
二
学

級
八
十
名
で
あ
っ
た
が

応
募
者

が
満
た
ず
、
面

接
だ
け
で
七
十
六
名
が

入
学
し
た
。

分
校
主
任
に
は
東
京

府
尋
常
師
範
学
校
教
諭

の
峰
岸
米
造
（
勢
多
郡

下
川
渕
村
出
身
）
が
招

か
れ
た
。
二
十
八
才
の

若
さ
で
あ
っ
た
。
教
員

四
月
十
一
日
、
入
学
式
。
赤
坂
町
長
松

寺
の
本
堂
を
仮
校
舎
と
し
、
幕
で
し
き

っ
て
授
業

が
開
始
さ
れ
た
。

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
年
）

三
月
三
十
一
日
、
上
和
田
町
に
二
階
建

校
舎
、
寄
宿
舎

が
完
成
さ
れ
る
。
こ
の

地
に
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

明

治

明

治

乗
附
町
に
移
転
す
る
ま
で

本
校
が
所
在
し
た
。

当
時
の
援
業
料
は
月
額
一

の
四

十
年
間

Ｉ

寄
宿
舎

食
費
月
額
三
円
、
諸
雑
費
を
ふ
く
め
一

月
の
納
金
は
五
円
十
銭
で
あ
っ
た
。

群
馬
県
高
崎
中
学
校

三
十
三
年
（
一
紀
○
○
年
）

四
月
一
日
、
本
校
よ
り
独
立
し
て
、

馬
県
高
崎
中
学
校
」
と
改
称
さ
れ
、

代
校
長
広
田
文
則
着
任
す
る
。

－¬

群初

こ
の
日
、
高
崎
町
に
市
制
施
行
さ
れ

高
崎
市
と
な
り
、
初
代
市
長
矢
島
八
郎

は
七
月
十
八
日
に
就
任
し
た
。

群
馬
県
立
高
崎
中
学
校

- Ｊ

十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

八
月
廿

日
、
従
来
の
中
学
校
規
則
が

廃
止
さ
れ
、
名
称
を
「
群
馬
県
立
高
崎

中
学
校
」
と
改
め
る
。
こ
の
称
呼
は
昭

和
二
十
三
年
の
学
制
改
革
ま
で
の
四
十

七
年
間
使
用
さ
れ
た
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
年
）

三
月
二
十
六
日
、
第
一
回
卒
業
証
書
授

与
式
。
卒
業
生
三
十
四
名
。

こ
の
年
四
月
現
在
は
、
生
徒
数
三
七

二
名
。

職
員
数
は
二
十
二
名
、
学
級
数
一
〇
と

な
っ
た
。

へ
竹

林

）

-
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ぁ 神 人 八 時 人　　 ぃ っ り の 白 人　　 い う 純 怯　 ・・ お 佼 ら な 条 ぁ 何 我
る の 問 実 時 切 だ 二 か　 ｀ 見 人 切 処 か と 々 叩 そ 筋 の 門　 ｀ ぃ 文 る 何 々
か 背 の さ 刎 う か と　り 学 辻　 ｀ でIHJ と す も 劣 れ に お 仝 開　 ゜の が 精 の 口
は 骨 心 と 々 は 実 は 身 ぶ の 職 ぁ の　 ｀ る の 仝 は 流 の く 校 然 様　 ｀神 し に　　　W
｀ が の か に も　人うj に べ 上 盾 る　ll 私 志　 レ き　｀ れ に ぐ 以 し に 具 と か よ　　 「i≡iJ

す　 レ 墟　｀　こ と 心 諭 つ き に 人、 ゜に は 気 止 ら 小 て　 ｀ っ 氷　 丿 町 休 は し　く　　_
』
＿

ぐ　ど 盤 二片　ﾘj　よ　に　てバ ナ 時　 ｀　と　人 於 思　 ｀　し　ぃ づ ぃ　 －　て　八　そ　甲づ肉　 ≒ ま　高　　　　l=l
に れ　 ｀ し　気　り　立 ぁ て に 知 な 学 て　っﾘ3　 き　｀ る　る つ は 十　ぅ　に に 時　 ｀11j　　　riE4
かは覚さとだっるお　≒以っ人はて気も目ぃもの世年ぃ’並はに高精
か ど 悟 に か が て　｀゙ か そ は て 試　 ｀ ぃ の の 前 二 の 心 に の ぅ べ 何 口 中 帥　　 冷 主
る に　 ｀ 堪　 ｀　ミ み　　 な の 重 も は 知 る 様　 ｀ の と かべ/）出 今 も ら と に 精 と　　　

日

二重祐ぇ決史る　　け法要　｀も識　゛’な川刊會孔背て日のれ何す呻ぃ
と 要 念 る 断 に と　 れ 盤 今 科 と は　　 も 恕 害 き る 偕 行 ま で る で る と ぅ　　･l

中

でなど粘力口　｀　ば坊要すょも　のになら　　ヒくでぁもぁ言も　｀‘
ぁもなりと目知　　々陛素ゃりと　　で近越ぃ　　々乙　｀りのる葉’こそ
る の る と か に 識　 ら 牛 で 経　 ｀ よ　 は づ ぇ　 ｀　 つ の 二 な で か で っ れ　　

と

゜で 精 か　 ｀　` の　　 な し ぁ 済 社 り　　 な 二 て 摩　　 て の の が は　 コ ょ た は

る 代 心　 本 会 ふ ら ； 闘 如　 必 肌 め ゃ 如 休 乍 し　 る 感 今 に 魂 闘 尚 知　　Cjl
の で も 私 の の れ 教 緋 っ く 我 要 す な は 何 と で く 科　 ９ に 口 々 の 高 鳥 誠
で ぁ 知 達 意 出 ぁ 室 会 て　 ｀ 我 で る ぃ り に ぃ は 変 学　　 な ま け 洗 に だ の

。、ぁ っ 誠 に 義 末 ぃ ょ 館 ゅ 煩 は ぁ 共　 ｀ 人 迫 ぅ 如 化 や　 が で て 礼 学 け 修

る た も 十 で た　 ｀ り が か 悩 釈 ろ 知 美 に 求 も 何 し 経　　 ら の 来 の ん に 得
゜ と　｀代 ぁ 二 人 も 出 な 具 迦 ぅ の を 迷 す の に て 肖　　 ｀ 上 た 様 だ 限 だ　 原

Ｓ　 ｀殼 の る と 生 更 来 け 足 や　 ．’ル 尊 惑 る　 ｀ も 行 よ　　ぁ の の な も　っ け　 ノゝ
川 今 も 昔 と も の に て れ の キ　　 ｜ 重 を か そ 変 く　 ｀　　る 上 で も の た で
不 私 身 は 思　 ≒け　｀　≒ ょりヽLリ　　 ル し か と ぅ ぇ　 ゜こ･、　 感 に は の は も ぁ
． は に　も　ぅ そ 論 先 宿 な 夫 ス　　　｀　` け ぃ ぃ ら だ　山　　謝　 ｀ な か　 ｀ の る　 一

群 思 つ は の ぅ を 生 泊 ら と　ト　　 朴l :iし な ぅ ぅ れ が に　　 の そ ぃ ぺ そ で な
に ぃ く ゃ で ぃ く　と を な し ゃ　　 本 し ぃ 二 人 な　｀ 実　　 念 ぅ か 知 ぅ は ら　 太缶

竿 か の 帰 ぁ ぅ　り 生 共 ぃ て∧朧　　 の き　 ｀ と 問 いr ゛ こ　　 を ぃ　 ゜ら ぃ な ば　 ｀
雪 ぇ は ら る こ か 徒 に　 ゜ ｀ 皆　　 倫 も 人 に の 人 年　｜　　持 ぅ 私 ず ぅ ぃ　　ゝ

jぼ し そ な　 ゜と ぇ の し 高 一 の　 理 の を な ｊ 間 ゃ ま　　 っ こ な 知 精　 ゜な
yl て の ０　 に す 心 な 高 生 ０　 感 を 苦 れ 以 の 二 ぐ　　 て と ど ら 神 然 に
こ い 十 が　 根 機 の が に を ぅ　　 が 尊 し ば 仝 肉 千 る　 ぃ を は ず の し も

｜
い

｜

陣　 別　 介　 計 46年 47 弟 48 乍 な 二 的 を　ョ ヅ: リ れ 災 ぃ 大 そ ぃ　麟　　　人
ぃ　と で 経 イ 中 ま だ 力 る 学 の る　 ｀ 義 学 今
面 が あ て し は す け 以 上 に 故 の 人 務 進 回　　 、
も ｀ る か ト ニ 丿 こll う 殺 か が 学 教 学 は　

母

あ 一 二 ら 人二年 ま 浪 の で 到　 卜 一 進 行 状 こ　J-
る 概 と と 学 阻 だ 人 人 す す 志 般 学 化 況 劈

校

の に は ぃ 人 の　 ｀ す 学　 ゜る 望 的 へ し にt こ　 だ
で 良 否 う 学 学 生 る を 従 傾 校 傾 の だ っ た　　 －
｀ く め 考 は 校 徒 生 川 っ 向 選 向 増 高 い

宍　
よ

学 な ま え 一 生 の 徒 う て が 択 で 加 校 て
ノ

校 ぃ せ 万 浪 活 中 も 傾　 ｀益 が す に へ ぉ と　　り
と と ん が 若 を に 多 向 生 々 ぃ が 拍 の 知 し
し は　 ゜非 し 十 は　く　か▽徒　｀ わ　 ｀車 進　ら て

Ａ．Ｉ呵　:々l　・・　間

Ｂ ．国　 立　　ｌ　期

Ｃ ． 公　　　　　　 皿

Ｄ ． 私　　　　　　 、卜ﾀﾞl

９ ３

６ ８

１ ５

３ ９ ０

９ ３

８ ４

１ ７

４ ３１

７ ５

６ ３

２ ０

３ ７ ３

Ａ ￥ Ｂ 十Ｃ 十Ｄ ５ ６ ６ ６ ２ ５ ５ ３ １

短　 大 ・ 各　 腫 ５ ２ ５

総　　　　　 計 ５ ７ １ ６ ２ ７ ５ ３ ６

卒　 業　 者　 数

現 役 進 学 者 数

介 脩 者 ／進 学 希望 れ

３ ９ ２

１ ５ １

３９．０％

３ ７ ４

１ ７ ４

４６．５％

３ ６ ８

１ ３ ４

３７．０‰

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 づ ゛ き　jll　 べlf･　 ノ　 ノｙ　　 ｀　ｊ 、 七　 ／ふ　 ，Ｍ･ 自、¥ Ｔ　 云． ぶみ　 ふＬ　　 ヽ

461『 47 ;1.‘.48 弟 46y 47 乍 48 午
も い 人 に は ェii,'l'iっ り 自 ま る 々 か が し 殼

｀きす支パン絞て　｀分っ　－　一　　生け　｀ま近

父れる配浪ジ在おそのて流はて‥-すの

北　　 人

束 北 大

Ｆ 葉 人

東 教 大

東　　 人

一 橋 人

束 工 人

芸 術 天

新 潟 大

分 沢 大

京 都 人

3

14

17

10

14

7

3

17

1

3

6

18

13

7

15

4

4

1

15

2

4

３

８

１２

４

１１

５

３

１

１７

２

５

力 学 人

学 習 人

慶 心 大

芝 浦 工 人;

十.P,l　人;

中 兜 人

束海，人

束 京電 機

ﾀ/　　理 科

1/　　医 人

東 洋 人

日　本　人

法 政 人

武 蔵工 人

明 治 人

ヽy:放 人

立 命 館

早 稲 川人

11

6

25

10

7

41

13

9

26

7

20

23

6

30

29

9

48

14

8

30

17

14

31

9

3

29

1

5

30

27

6

43

16

3

83

19

13

36

14

9

27

4

3

28

4

10

20

22

3

53

13

5

53

て 要　 立 し 持 従 減 統　 す 建 感 性 が で 依 経　　 兄
お 大 最 大　 ｀ て っ す 計 介　 ゜築 が と 目 は 然 済 次 と
き 学 後 の こ る て る の 格　　 科 な い 立 二 と 学 に し
ま 合 に 介 の と　｀ と 上 者　　 志 い･ う　っ の し 部 志 て
す 格　 ｀ 格 放 い 今 い か 数　　 望 で よ て･ 一 て ・ 望 も
゜ 者 こ 者 乍 う 年 う　ら に　　 者 も　り お 両 多 理 学 頭

数 こ が　 ｀ こ 能 面　 ｀つ　　 に あ　 ｀ り･ 単 数 工 部 の
を 三 少 ち と よ ∩ 一 い　　 つ り 時 ま　 ｀ を 学 に 痛
一 年 な 門 に り い 年 て　 い　ま 代 す 医 占 部 つ い

覧 問 い 校 な は 現 お は　 て 廿 の　 ゜学 め な い と
表 の の の る 来 象 き　 ｀　　も ｽﾞ: 風 二 部 ま ど て 二

に 進 が ち 訳 年 が に 四　 言　 帽 朝 札 受 す へ は ろ
一　よ 学 残 に で 度 見 そ ニ　　 え　こ に は 験 が の　 ｀ で
岡　っ 状 念 比 す に ら の 年　　 る の 便 本 者　 ｀希 法 す
村 て 況 で し　 ゜期 札 数 以　　 こ こ 乗 人 の 理 望 学　 ゜
一 示 と す て し 待 ま が 降　　 と と し の 増 科 者 部

し 主　 ゜国 か が す 増　 ｀　　で は た 適 加 系 が ・

群 馬 大

埼 丁．大

束 外 人

山 梨 大

信 州 人
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